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安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める
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10月29日秋晴れの下、第16回タウントークをJR奈良駅で行いました。約30人の方の参加
があり、約200枚のチラシが配布できました。5名の方々のトークにも耳を傾けながら、署名
に、チラシ配布にと奮闘していただきました。
奈良1区市民連合木村宥子共同代表より、「今日本の政治はガタガタだが、そんな中で一
生懸命にいのち、暮らし、民主主義を守ろうと頑張っている皆さんがおられる。そんな方々
のお話を聞いてぜひ元気になっていただきたい」との開会の挨拶を行いました。　　　　

いる。１点目は安倍元首相の「国
葬」問題。国葬費用は予備費から
支出されているが、国会にもかけ
ず、財政民主主義に反する。戦後
「国葬令」自体現憲法にふさわし
くないと廃止されたのに強行さ
れた。「モリ・カケ・サクラ」疑惑が
ある安倍元首相への弔意を強制
することになり、憲法のもとの平
等の精神に反する。終わったから
と言って済む問題ではなく、しっ
かりと検証すべき。２点目は旧統
一教会の問題。安倍元首相銃撃
事件がきっかけとなった旧統一

今日の 5人のゲストの方々のトーク
諸富健弁護士；岸田政権は４つの点で暴走して

協会と自民党との深い関係が明らかになった。安倍元
首相と旧統一教会との関係を調査する前から「難しい」
とする岸田首相の姿勢は大いに問題がある。多大な被
害をもたらした旧統一教会は今すぐにでも解散命令を
すべき。３点目、明文改憲について。６月の通常国会で
は憲法審査会毎週開催し、自民党の改憲
４項目をすでに提案、旧統一教会との理
念と酷似している問題もあり、本当に改憲
が必要か。４点目、実質改憲をしようとし
ている問題。ロシアによるウクライナ侵攻
後、攻められたらどうするのかという世論
の中で、５年間で軍事費を５兆６千億円
も増やす。軍拡することで周辺地域の緊張
をさらに高める。憲法を変えなくても実質
戦争ができる国にしていいのか。改悪さ
れないよう多くの方に関心を持っていた
だきたい。

田中正子さん；生駒市を「県域
水道一体化」に参加させようとす
る荒井知事や小紫生駒市長に対
し、参加させないよう頑張っている
。生駒の水はとてもおいしく、財政
的にもうまくいっていて何にも問
題がない、奈良市のように生駒の
水を守っていきたい。生駒には２
つの浄水場があり、その浄水場が
企業団のものになってしまう。遠く

から水を
運ぶ、そ
んな必要はどこにもない。水
道職員が身近にいることも大
事。生駒駅頭でチラシ配布す
ると多くの方が受け取ってく
れ、反応がいいのでびっくり。
おいしい水を孫子の代まで残
したい。市民の安心・安全の
ために仕事をするのが、行政
の仕事。頑張っていきたい。

JR
奈
良
駅
前
東
側
広
場
に
て

八木健彦さん；10 月 4 日は奈良市
長が一体化への不参加の表明した歴
史的な日。奈良市の 100 年の歴史を
持つ浄水場を守った意義は大きく、
未来に希望をつなげた。8 万枚のチ
ラシ配布、タウンミーティングの開
催、シンポジウムの開催、一つ一つ
を成功させてきた。全国に広域化、
民営化の嵐が吹き荒れ、宮城県は 

水道事業を 10 億円で企業団に売却。県
民の命を 10 億円で売った。水道の自治
を守ることは地方自治の大きな柱を守る
ことだということを学んだ。水源地であ
る大和高原に住む人々との交流も大切。
この奈良市の取り組みが生駒市へ、そし
て橿原市へと広がっている。

田村隆幸さん；市民のひろばなら小草の会。15 年ほど
前からの活動。外国、特に中国からの在留邦人のため
の日本語教育を県内２か所で開催してきた。また年々
増える不登校の子どもたちのために学習の場、居場所
づくりに取り組んでいる。きっかけは夜間中学での勤
務経験から。教育と戦争は密接につながっている。戦
後朝鮮半島にルーツを持つ子どもたちは日本の公教育
から外されていて、そういった子どもたちへの教育保
障が夜間中学の役割。勤務当時は入管法の改正から外
国人労働者の子どもたちへの教育保障、そしてリーマ
ンショック以降は貧困と格差の広がりの中で、経済力
の差がそのまま学力差につながっている現状から、居
場所づくりと共に無料塾を開催している。安倍政権以
降道徳が教科化されるなど特に政治が深く教育に介入
してきていて、ますます子どもたちの居場所がなくなっ
てきている。微力ながら頑張っていきたい。

→

　立ち止まって耳を傾ける方、話しかけてくる若者を含めた市民がいて、市民との交流もできたタウ
ントークとなりました。また参加者同士、準備や片づけなどをしながらの会話もはずみ、参加者同士
のちょっとした交流の場にもなりつつあります。参加者の皆さんのチームワークも良く、準備、片付
けも手早くしていただき、ありがとうございました。
　トークして頂いた皆さん、本当にお忙しい中、ありがとうございまし

中嶋潤仁さん；民医連のとりくみ。この 10
月から後期高齢者の医療費窓口負担が２倍
になった。糖尿病のインスリン治療、月に 1
万円の治療費が月に 2 万円になる。年金だ
けの収入では苦しく、追い打ちをかけるよ
うな物価高。民医連としても署名にとりく
んでいる。さらに３年ごとに見直しがされ
る介護保険制度が、さらに改悪されようと
している。利用者負担の引き上げ、ケアマ
ネージメントにも利用者負担の導入、要介
護 1・2 の方の支援を地域支援事業へ移行す
るなど、国の負担を減らし、利用者や地方
の負担を増やす「史上最悪の介護保険改悪」
が目論まれている。介護の「社会化」を目
指して導入された介護保険なのに、介護従
事者の給料は上がらず、現場は疲弊してい
る。すでに特養の入居は要介護３でないと
申し込みすらできない。

市長は「県域水道一体化」への不参加を決断しました

奈良市の水道問題を考える市民フォーラム

市民交流会のご案内
11 月 17 日（木）13:30 ～
奈良市教育会館 4階大会議室にて

（奈良市登大路町55、奈良県文館西隣、
近鉄奈良駅より徒歩7分）

市民と行政での共同の水道の自治を目指して。

２次回は 11月 26 日（土）10時半から西大寺駅北口で行います。

　やりました！ 10 月 4 日仲川市長は県域一体化への不参加を表明しました。こうして 100 年間、奈良市
民の命をつないできた奈良市営水道は護られました。
　社会的共有財としての命の水、それを災害や経済変動に対しても保障する仕組みとしての水道自治、
それはまた市町村自治の柱として位置づいていました。この水道自治は破壊、剥奪されずに済みました。
それには水道労働者を含めた多くの市民の熱意と努力、そして市議の頑張りと努力、両者の連携があり、
それが市政を揺り動かしたと言えます。とくに市民の熱意と努力は 1 区市民連合の地域交流会が、戸別
訪問での署名、ポスティング、街頭宣伝、地域学習会、さらには市議を交えてのタウンミーティングと
本当に草の根からの活動を展開し、大きな波紋を広げていただきました。
　風穴は開けられた！この波紋を大和盆地全域に広げ、今なお健在な地下水や井戸、溜池、小規模ダム
の水源と分散配置された浄水場を破壊から守り抜こう。他方ではコストカット至上の企業的経営へと傾

斜して民営化への地ならしを担う企業団のプロセスに対して、それへの
への異義申し立ての民主的仕組みを要求する動きとも結び合いながら、
県が設定するレールから脱け出す道を創り出していきたい。
　また、奈良市水道の将来設計と運営についての議論に市民参加を実現
する仕組み、市民参加の制度化をかちとっていきたい。再公営化後のパ
リの水道公社の運営と、市民と水道事業を結ぶチャンネルとして機能を
発揮している市民水オブザバトリーは私たちの目標ともなるものです。
多様なセクターの「参加型統治」は地方自治・地域自治を豊かなものに
していくでしょう。
　私たちはこの水道問題を通じて、水源地である東部の大和高原の中山
間地域と中西部の平地・市街化地域との水のつながりを学びました。こ
の水のつながりをさらに人のつながり、生業のつながりへと広げていき、
新しい地域づく＝、「地域循環型共生圏」を創り上げていく方向に踏み
出していきたいです。
　先のパリの例でもエリアとしての水源地の保全のために、流域地域での
有機農業支援と学校給食の結合等の活動をしています。夢は広がります。10月5日  奈良新聞

高の原　　　　11月7日（月）１時半から３時半　高の原駅前団地　　水道問題，地域の課題交流　　　　

富雄・帝塚山　11月8日（火）１時半から３時半　富雄公民館3　市民連合要請書・富雄地域での会員の増　

　　　　　　　加など

どんぐり（佐保台）   　11月 18日（金）ふれあい会館 　「戦争を回避するのに９条は役立つのか」交流

あいあいおしゃべり会　11月18日（金）１時      柳澤協二さんのレジメで学習

佐保・若草　　11月22日（火）10時　教育会館     　水道問題など活動報告，意見交換

済美　　　　　11月25日（金）１０時から１２時　済美ふれあい会館和室 　　水道問題，地域の課題交流

三笠　　　　　12月14日（水）10時から12時　三笠公民館　講座 室２ 　水道問題，地域の課題交流

都南　　　　　調整中

東九条・大安寺　　調整中

飛鳥・紀寺　　11月25日（水）午後１時半　　飛鳥公民館和室

生駒　　　　　11月13日（日）９時50分　生駒図書会館第２ 研修室　   西谷文男さん講演「紛争地から見た

　　　　　　　憲法９条」

地域交流会のご案内

3

４

　

10
月
14
日
、
市
民
連
合
事
務
局
の
福
山
真

劫
さ
ん
を
迎
え
て
、
奈
良
市
民
連
合
、
奈
良

１
区
市
民
連
合
、
奈
良
２
区
市
民
連
合
、
市

民
連
合
中
南
和
４
者
で
の
学
習
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

福
山
さ
ん
か
ら
は
、
７
月
の
参
院
選
を
終

え
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
括
を
紹
介
し
つ
つ
、

今
後
に
向
け
て
の
市
民
連
合
の
課
題
、
役
割

等
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
は
「
共
闘
」
に
つ
い
て
、
分
裂
の
歴

史
が
あ
り
な
が
ら
も
、
過
去
の
経
過
は
「
横

に
お
い
て
」
２
０
１
４
年
、
共
闘
へ
踏
み
出

し
た
意
義
は
大
き
い
。
参
院
選
に
つ
い
て
の

総
括
、
立
憲
民
主
党
、
１
人
区
の
候
補
者
調

整
に
つ
い
て
は
も
っ
と
積
極
的
に
行
動
す
べ

き
だ
っ
た
。
日
本
共
産
党
、
野
党
共
闘
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
攻
撃
を
受
け
、
調
整
は
限
定

的
な
も
の
に
な
っ
た
、
一
本
化
さ
れ
た
選
挙

区
で
も
本
気
の
共
闘
と
は
程
遠
い
も
の
だ
っ

た
。
連
合
、
仮
に
一
本
化
さ
れ
て
い
て
も
、

単
純
な
票
の
合
算
だ
け
で
は
勝
て
な
か
っ
た
、

過
去
当
選
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
か
え
っ

て
支
持
層
を
狭
め
て
し
ま
っ
た
、
各
党
の
党

勢
は
む
し
ろ
低
迷
し
続
け
て
い
る
、
冷
静
な

分
析
が
必
要
、
と
そ
れ
ぞ
れ
総
括
を
行
っ
て

い
る
。　
　

　

岸
田
政
権
を
取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
、
市

民
連
合
の
役
割
に
つ
い
て
。
自
民
党
は

２
０
２
１
衆
院
選
か
ら
２
０
２
２
参
院

選
で
は
比
例
得
票
数
で
は
減
ら
し
て
い

る
。
そ
こ
へ
統
一
教
会
問
題
、
国
葬
強

行
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
汚
職
事
件
、
支
持
率
の

低
下
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
費
の
増
強
、

原
発
再
稼
働
、
物
価
高
へ
の
無
策
な
ど
悪
政

を
続
け
る
。
こ
の
ま
ま
日
本
は
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。
変
え
る
た
め
に
は
野
党
共
闘
し

か
な
い
。
市
民
連
合
内
で
も
、
参
院
選
後
野

党
共
闘
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
出
た
。

立
憲
民
主
党
に
対
し
て
は
野
党
共
闘
へ
の
本

格
的
取
り
組
み
の
決
意
が
欠
落
し
て
い
た
と

し
て
、
野
党
共
闘
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
求
め
て
行
き
た
い
、
共
産
党
に

対
し
て
は
、
連　

合
へ
の
批
判
姿
勢
も
含
め

て
さ
ら
な
る
改
革
と
運
動
の
強
化
を
求
め
て

行
き
た
い
。
連
合
へ
は
、「
反
自
民
・
反
維
新
」

の
原
則
を
基
本
に
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て

行
き
た
い
。
10
月
11
日
・
12
日
、
野
党
４
党

に
対
し
て
12
項
目
の
政
策
要
望
書
を
提
出
。

要
請
行
動
に
対
応
し
た
政
党
は
、
立
憲
、
共

産
、
社
民
、
沖
縄
の
風
、
れ
い
わ
。
れ
い
わ

は
高
木
幹
事
長
が
対
応
し
、
共
闘
に
前
向
き

で
あ
る
。
国
民
民
主
か
ら
は
返
答
は
な
い
。

臨
時
国
会
に
お
い
て
は
、
市
民
連
合
と
し
て

も
立
憲
野
党
、
野
党
共
闘
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
市
民
連
合
か
ら
取
り
組
み
の
紹
介
と
共

に
、
各
地
域
で
草
の
根
の
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　第３回総会では，政治をかえるためには「政治に関
心を持つ市民」を増やす事。そのためには「生活に身
近な課題を実現することを通して政治に関心をもって
もらう」事の大事さが出されました。
仲川げん市長が「県域水道一体化に不参加」を表明し
たのは地域からの市民の活動によるものと思います。
　地域交流会での水道問題についての学習、市民に広
げる署名やチラシ配布活動，地域にある美容院や酒店
などへの呼びかけ，署名用紙が自治会の回覧板でまわ
るなど自主的な草の根からの活動が「いのちの水」を
守る事に大きな役目を果たしました。
　この活動は，私たちに自信と確信をもたらしました。
そして市民が「声を上げれば事態は動く」ことを実感
し展望をもたらしました。
第３回総会で地域交流会を方針の柱として大事な活動
として位置付けています。
「私たちの地域を暮らし易くするため」地域には様々
な要望があります。
　奈良１区市民連合の会員は優れた地域での活動をす
すめています。
　その経験と教訓に学びながら運動を広げる事，「地
域づくりのプラットフォーム」の役割が求められてい

ます。
　新自由主義は地域を破壊し，市民を犠牲にして
大企業が生き延びていく政策です。
この政策が格差や分断，地域の荒廃をもたらして
います。
　地域交流会に参加していただいて，誰もが仲良
く幸せに暮らせる人間そのものが大事にされる地
域づくりをすすめていきましょう。

私たちの奈良 1 区市民連合は動いています

    　　　現在の会員数とカンパお願い

★　11 月 5日現在の会員数：501 名（11 月中に
　　  600 名にしたいと思います。ご協力を！）
★　9月 19 日（第３回総会）から 11 月５日まで
　　に集まったカンパ額（50人分）：10,3500 円
★　奈良１区市民連合は実質皆様からのカンパ
　　のみで運営しています。カンパにご協力く
　　ださい。
★　振り込み先：南都銀行　平城支店　
　　普通　2240803
　　口座名：ナライツクシミンレンゴウ

奈良 1区市民連合ニュース
発行：奈良１区市民連合
連絡先： nara1shiminrengo@gmail.com
携帯：09098859756


